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はじめに

降雨による侵食 水食 は土壌劣化の最も大きな要因とされており 農業生産だけでなく環境

や生態系に悪影響を及ぼす 近年の地球温暖化は 極端な豪雨の増加など水食にも影響すると

考えられている．気候変動下で適切な水食対策を講じるためには，予測に用いる降雨データ

の適切な予測が重要である

プロセス型水食シミュレーションモデル「

」では 気候変動下における水食を予測するために 気象データ作成プログ

ラム「 （ ら ）」の将来気象データを用いることができる しかし この方

法では 分最大降雨強度などの一部の気象パラメータに過去データを使うため 温暖化によ

る降雨特性の変化が正しく反映されない可能性がある 本研究の目的は 入力気象パラメータ

に温暖化シナリオを反映した将来予測データを用い より合理的な気象予測を行うことで温

暖化に伴う気候変動下の水食予測精度を改善することである

調査方法

は土壌・斜面・気象・農地管理に関す

る情報を入力することで，その条件下の農

地での水食量・表面流出量等を日単位で算

出することができる．

に必要な気象データについては 過

去気象データとして 観測値を 将来

気象データは農研機構が開発・提供する「メ

ッシュ農業気象データ」から取得した予測

値を使用した

入力に必要な気象データの一部である年

最大 分・ 時間降雨強度等の値は，メッ

シュ農業気象データから得ることはできな

い．そこで，各都道府県で発表されている

短時間降雨強度式において，各確率降雨年

における日降雨量と短時間降雨量の比が日

降雨量の増加とともに直線的に推移するとい

う仮定に基づき，回帰式を取得した 図 ．

日降雨量を 法によりバイアス補正した

後，図 の回帰式から短時間降雨量の将来パ

ラメータを得た

研究対象地は東京・長野・福島・高知の 地点である 気象データ以外の への入力デー

タは Table 1 に示すとおりである 土壌データに関しては，小谷ら が群馬県嬬恋村で同

図図 ：：高高知知県県ににおおけけるる短短時時間間降降雨雨量量とと日日降降雨雨量量のの比比のの関関係係

Table 1 気象データ以外の WEPP の入力条件
条件 内容

斜面条件 斜面長 m 傾斜 °
土壌条件 初期含水率 アルベド 0.1

その他の粒度組成・有機物含有量等は小谷ら
が同定したクロボク土のデータを使用

農地管理条件 のデフォルトデータ
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定した黒ボク土のデータを用いた 農地管理データに関し

ては 粗放的な農地管理を想定して のデフォルトデ

ータ中の草地を利用した

結果と考察

メッシュ農業気象データの予測値のバイアス補正を行っ

た結果 日別降水量月平均は将来期間になるほど増加する

傾向を示した また 分・ 時間降雨強度の年最大値も

同様に，将来期間ほど増加する傾向を示した 図 ・ ．

一方で 毎降雨ごとの 分降雨強度の月別平均値に関し

ては 特に降雨強度が大きくなる月において将来パラメー

タが過去のものより小さくなった 図 原因として 本

研究で行った降雨強度式をもとに作成した線形回帰式は

平均的な強度の降雨において 短時間降雨強度を過小評価

してしまうことなどが推察された

降雨特性変化を反映した後の によるシミュレーショ

ン結果については 研究対象地の 地点中 地点で水食・

表面流出の将来予測量が減少した 特に降雨量の大きな月

において予測量が減少していた 図 毎降雨における

分降雨強度の月別平均の将来値について，過去の実測値よ

り過小評価されたことが大きな要因として考えられる

まとめ

本研究では バイアス補正したメッシュ農業気象データの予測値から気象パラメータを推定

し の水食予測に利用した 結果 将来期間において総降雨量は増加したが水食・表面

流出予測量は減少した これは短時間降雨強度の月平均値の予測量が減少したことが原因とし

て考えられ 水食量予測における短時間降雨強度推定の重要性が示唆された
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図図 ：： 分分降降雨雨強強度度 ㎜㎜ のの年年最最大大値値のの推推定定結結果果

図図 ：：高高知知県県のの気気象象デデーータタをを使使用用ししたた際際のの月月間間総総表表面面流流出出量量
とと降降雨雨量量のの にによよるるシシミミュュレレーーシショョンン結結果果

図図 ：：高高知知県県のの 分分降降雨雨強強度度 ㎜㎜ のの月月別別平平均均値値のの推推定定結結果果

図図 ：： 時時間間降降雨雨強強度度 ㎜㎜ のの年年最最大大値値のの推推定定結結果果
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